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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,2062 3,2046 -0,0016 3,2629 -0,0583

対円 JPY 32,50 32,42 -0,08 31,32 +1,10

対ユーロ BRL 3,5174 3,5260 +0,0086 3,6435 -0,1175

対ドル JPY 104,18 103,89 -0,2900 102,29 +1,6000

対ユーロ JPY 114,31 114,27 -0,04 114,10 +0,17

Index 61.767 62.696 +929 57.080 +5.616

bps 267,5 270,1 +2,6 273,8 -3,7

% 11,40 11,36 -0,04 12,21 -0,85

% 13,14 13,16 +0,01 13,59 -0,43

% 0,882 0,882 +0,000 0,857 +0,025

Index 189,5 189,4 -0,1 180,8 +8,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、先週末終値近辺で小動きの展開となりました。

週末にインドで開催されたＢＲＩＣＳ首脳会合において、Ｔｅｍｅｒ大統領が「投資家や家計の信頼感が回復

してきており、ブラジル経済は回復への道のりを歩み始めている。」と前向きな発言を行ったことを好感し、

週明けのボベスパ指数はおよそ２年ぶりの高値を更新しました。これを受けたレアルも連れ高となり、一時

３．１９台で取引されましたが、１８－１９日開催の金融政策委員会（ＣＯＰＯＭ）を控えて積極的な売買は

見られず、ポジション調整から結局３．２０台半ばと先週末比あまり変わらない水準で引けています。

米ＦＲＢのフィッシャー副議長は昨日ＮＹで行われた講演で次のように発言しました。①（現在、いくつかの
中銀が陥っている）実質的な低金利制約は、将来の景気後退を長引かせ深刻化させる懸念がある、②民間
投資促進、公共インフラ改善、教育改革、規制効率化等の組み合わせが生活水準向上や生産性効率化に
繋がる、③これらの政策は、中央銀行が将来低金利制約に陥る可能性を軽減できるだろう。一連の発言は
金融政策への過度な依存に警鐘を鳴らし、財政政策等を絡めた政府との協働が欠かせないことを示唆して
いるようです。


